
P.1

      余　白

№ 3

左画面がスタートアップ画面

なので、これが出たら

右上の戻るマークをタップ

      余　白

№ 2

電源を入れる（2,3秒長押）
起動が始まるので
しばらく待ちます

      余　白

№ 1

アンテナレシーバケーブルで
整準台に設置したアンテナレ
シーバと接続する。

コントローラ上部側面に装着
された赤ペンを取り出す



P.2

      余　白

№ 6

　　　　　　アンテナ高

をタップ

      余　白

№ 5

　　　　　　　GPS設定

をタップ

③器械設定　をタップ

      余　白

№ 4

これがメイン画面

最上部右端6が、把握衛星数。

（＝把握衛星の合計＝グロ
ナス衛星+GPS衛星）

（画面は室内のため不正確）

G3がGPS衛星数。



P.3

をタップ

      余　白

№ 9

前メニューに戻るので

次に

　　　　生データの記録

      余　白

№ 8

入力欄をタップすると

ワープロ画面が開くので
1.176　（または、2.176）とタッ
プする

入力したら、画面をタップす
るとワープロ画面が消える。

左下隅の　　OK　をタップ

測定数字（フック計測器での
計測値1.176）を入力する

1.176+1.000＝2.176　を入
力）

（なっていなければ、右端の▼を

タップして選択する）

ポイント測定のアンテナ高に

      余　白

№ 7

移動局アンテナ　の欄が

「GS08　三脚」　　

となっていることを確認する



P.4

      余　白

№ 12

　　新規ジョブ　　をタップ

最後に　　OK　をタップ

      余　白

№ 11

メニュー画面に戻るので

次に　　②ジョブとデータ　　

タップする

通常ｽﾀﾃｨｯｸ観測は、 ▼ で
　　30.0ｓ　　　　を選択タップ

データタイプ：

　Leicaﾌｫｰﾏｯﾄ(MDB)のまま

      余　白

№ 10

生データを記録：

スタティック

観測間隔：
　　3級観測は、　▼　で
　　15.0ｓ　　　　を選択タップ



P.5

      余　白

№ 15

メニュー画面に戻るので

①測定プログラムをタップ
（最上部欄のジョブ名を点検
しておく）

最後に　登録　をタップ
      余　白

№ 14

次に座標システムをチェック

右端の　▼　で候補を出して

　　　JGD-??(関東なら 09)　　

を選択タップ

      余　白

№ 13

これは、ファイル名として
観測現場が分かる番号を入
力する

最後に　　OK　とタップ



P.6
観測が始まる

観測　　　をタップすると、

GDOP は 4 以下が推奨値
3D CQ は 10m 以下

確認のみでよい

開始時刻になってから

      余　白

№ 18

アンテナ高は　③器械設定　
で入力済なので確認する
（ここでも入力できる）

フック計測値そのまま

1ｍポール使用の時は、
+1.000ｍ＝2.176を入力

      余　白

№ 17

測点名（観測点ID）

を入力する

（例：　001　とか、　301　）

      余　白

№ 16

　　　　　　　　　　　測定　

をタップ



P.7

を選択タップする

      余　白

№ 21

左画面に変わるので

最上部の

電源オフ（Turn off）

      余　白

№ 20

メニュー画面に戻るので

電源ボタンを2.3秒長押

停止時刻の連絡を待ち、

右下隅の時刻にあわせて

　　　停止

をタップする

      余　白

№ 19

観測が始まると、

　　　　計測時間

が秒単位で積算されていく。

　



P.8

      余　白

№ 22

電源が切れる

赤ペンを上部に装着する

アンテナレシーバケーブルを
外し、箱に収納する


